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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
の

事
業
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
梅
雨
明
け
が
全
国
的
に
早
く
、
国
内

の
平
均
気
温
は
観
測
史
上
最
高
を
記
録
す
る
顕
著
な
猛

暑
と
な
り
、
人
や
作
物
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
き

ま
し
た
。
こ
の
様
な
厳
し
い
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た

が
生
産
農
家
皆
様
方
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

で
お
い
し
い
農
畜
産
物
を
安
定
的
に
消
費
者
の
皆
様
に

供
給
す
る
こ
と
が
で
き
、
産
地
と
し
て
の
使
命
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
畜
産
物
取
扱
高
は
主
力
品
目
で
あ
る
野
菜
の
全
国

的
な
豊
作
基
調
と
輸
入
野
菜
が
増
加
し
、
特
に
「
葉
物

野
菜
」
が
低
迷
し
厳
し
い
販
売
環
境
で
し
た
が
反
面
、

米
価
が
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の
販
売
金
額
は

計
画
・
前
年
比
と
も
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
果
樹
類
と
水
稲
に
つ
き
ま
し
て
も
、
高
温
猛
暑

の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
品
質
は
良
好
で
あ
り
、

お
い
し
い
農
産
物
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
米
は
「
令
和
の
米
騒
動
」
の
影
響
が
尾
を
引
き
、

政
府
が
備
蓄
米
を
放
出
す
る
と
と
も
に
民
間
貿
易
に
よ

る
輸
入
米
が
増
加
し
、
今
後
の
米
価
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
産
に
つ
い
て
政
府
は
「
増
産
」

に
一
旦
は
舵
を
切
り
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
な
政
権
が
誕

生
し
「
コ
メ
の
需
要
に
応
じ
た
生
産
」
へ
と
方
向
転
換

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
生
産
現
場
で
は
、

今
後
の
米
価
や
水
田
政
策
な
ど
不
透
明
さ
が
増
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
生
産
者
が
希
望
を
持
っ
て
農
業
が
続

け
ら
れ
消
費
者
に
食
料
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
環
境

と
な
る
よ
う
、
農
政
活
動
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
円
安
や
海
外
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
生
産
資
材
価
格

の
高
止
ま
り
が
続
き
、
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
Ｊ
Ａ
独
自
の
「
高
騰
支
援
対

策
」
も
継
続
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

農
政
面
で
は
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
が
改

正
さ
れ
、
本
年
よ
り
５
年
間
が
「
農
業
構
造
転
換
集
中

対
策
期
間
」
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月

１
日
よ
り
「
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」
が
施
行
と
な
り
ま
す
。

食
料
の
持
続
的
な
供
給
に
必
要
な
生
産
コ
ス
ト
が
考
慮

さ
れ
、
農
畜
産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。
営
農
経
済
事
業
の
成
長
効
率
化
に

よ
り
、
流
通
及
び
施
設
の
効
率
化
と
農
業
生
産
基
盤
を

維
持
拡
大
し
競
争
力
の
強
化
と
と
も
に
、
消
費
者
と
の

連
携
を
深
め
、
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
ブ
ラ
ン
ド
力
を
発
揮
し

販
売
力
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
度
よ
り
新
た
な
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン 

令
和
７
年
度
〜
９
年
度 

３
ヵ
年
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
は
実
践
２
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
実
践
し

て
参
り
ま
し
た
、
第
二
次
３
ヵ
年
プ
ラ
ス
２
ヵ
年
計
画

の
継
続
と
見
直
し
を
図
り
「
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の

実
現
」
「
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
協
同
組
合
の
役
割
発

揮
」
に
努
め
「
農
業
振
興
」
「
組
織
基
盤
強
化
」
「
経

営
基
盤
強
化
」
の
三
つ
の
「
戦
略
」
を
柱
に
、
子
会
社

を
含
む
全
事
業
に
お
い
て
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
ま
し

た
。
「
２
０
３
０
年
の
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
の
目
指
す
姿
」

の
実
現
に
向
け
「
食
」
と
「
農
」
を
基
軸
に
、
更
な
る

高
み
を
目
指
し
、
戦
略
ご
と
に
重
点
に
位
置
づ
け
た
施

策
が
「
芽
吹
き
の
年
と
な
る
よ
う
」
着
実
に
実
践
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
を
迎
え
、
役
職
員
の
奮
起
は
も

と
よ
り
、
組
合
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
何
よ
り
も
重

要
で
す
。
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
が
組
合
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様

に
と
っ
て
も
、
午
年
に
あ
や
か
り
大
き
く
飛
躍
す
る
年

に
な
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

代表理事組合長

髙栁　利道

組
合
員
の
負
託
に
応
え
る

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

　
　

令
和
７
年
度
第
１
回
支
所（
店
）運
営
委
員
会

　
　

主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

　

10
月
14
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
11
会

場
で
第
１
回
支
所（
店
）運
営
委
員
会
を

開
き
、
委
員
２
５
２
人
（
出
席
率
81
・

６
％
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
要
望
を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に

反
映
し
、
期
待
に
応
え
る
事
業
展
開
を

図
り
ま
す
。

米
の
概
算
金
に
つ
い
て

令
和
６
年
産
米
の
概
算
金
の
増
額
対
応

い
た
だ
き
、
感
謝
し
た
い
。
た
だ
、
増
額

の
対
応
が
遅
い
。
生
産
者
か
ら
す
る
と
、

本
年
の
概
算
金
は
２
万
８
千
円
台
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
が
何
年
続
く
か
心
配
で
あ

る
。
需
給
バ
ラ
ン
ス
等
考
え
、
万
が
一
、

米
が
売
れ
残
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
対
策
も

検
討
し
て
ほ
し
い
。

追
加
概
算
金
の
支
払
い
の
遅
れ
に
つ
い

て
は
、
昨
年
は
投
機
目
的
で
米
が
取
引
さ

れ
た
り
、
見
通
し
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
今
年
に
な
っ
て
年
間
の
見

通
し
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
概
算
金
の
追

加
払
い
が
決
ま
り
ま
し
た
。
米
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
に
つ
い
て
で
す
が
、
政
府
備
蓄
米

の
放
出
が
70
万
ｔ
あ
り
、
こ
の
部
分
は
い

ず
れ
買
い
入
れ
と
な
り
ま
す
。
今
後
の
政

府
の
減
反
政
策
へ
の
対
応
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
外
部
委
託
に
つ
い
て

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
外
部
委
託
の
理
由

と
目
的
は
何
か
。
そ
れ
に
よ
り
利
用
者
負

担
は
増
加
す
る
の
か
。

施
設
運
営
の
効
率
化
お
よ
び
収
支
改

善
を
図
る
た
め
に
進
め
て
い
ま
す
。
利
用

料
金
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
施
設
と
同
額
の

利
用
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
外
部
委

託
に
よ
り
負
担
が
増
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

果
菜
類
振
興
に
つ
い
て

営
農
10
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
果
菜
類
振

興
」
は
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
う
。

ぜ
ひ
自
ら
も
参
加
し
た
く
、
早
期
の
研
修
ス

タ
ー
ト
と
研
究
栽
培
ハ
ウ
ス
の
設
置
を
望

む
。
果
菜
類
は
少
な
い
投
資
、
少
人
数
で
生

産
で
き
、
高
単
価
で
高
収
益
で
あ
る
。

研
修
施
設
候
補
地
が
確
保
で
き
次
第
、

広
報
誌
等
を
通
じ
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

年
金
友
の
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
つ
い
て

年
金
友
の
会
の
受
給
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
つ
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ー
ポ
ン
に
変

わ
っ
た
が
、
特
定
の
店
が
近
く
に
な
く

使
い
に
く
い
。
今
ま
で
と
同
じ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
し
て
ほ
し
い
。

会
員
全
世
代
に
応
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
や
プ
レ
年
金
層
の
皆
さ
ん
に
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
会
員
の
維
持
・

拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
、
幅
広
く
利
用
を

い
た
だ
け
る
ク
ー
ポ
ン
へ
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
よ
り
様
々

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
利
用
で
き
る
店
舗
や
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

窓
口
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
に
つ
い
て

普
段
金
融
窓
口
を
利
用
し
て
い
る
が
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
端
末
入
力
の
み

の
取
扱
い
と
な
っ
た
。
高
齢
者
等
か
ら
不

満
は
出
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
端
末
の

使
用
方
法
を
教
え
る
た
め
、
窓
口
職
員
が

前
に
出
て
き
て
い
る
。
端
末
を
座
っ
て
使

用
で
き
る
よ
う
、
増
設
で
き
な
い
か
。

窓
口
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
は
、
貯
金

者
の
負
担
軽
減
と
事
務
の
省
力
化
に
よ
り

窓
口
で
の
相
談
業
務
に
注
力
す
る
こ
と
、

ま
た
利
便
性
の
向
上
を
目
的
に
導
入
い
た

し
ま
し
た
。
導
入
当
初
は
「
不
便
だ
」
と

の
声
も
多
く
、
職
員
が
付
き
添
い
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
端
末
機
を
増
設

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
は
、
各
店
舗
か
ら

も
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
令
和
８
年
度

に
増
設
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

女
性
の
役
職
登
用
に
つ
い
て

役
職
に
つ
い
て
い
る
女
性
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
女
性
の
登
用
が
急
が
れ
る
と
思

う
。正

職
員
に
占
め
る
女
性
割
合
が
31
・

５
％
程
度
と
低
く
、
比
較
的
女
性
の
配
置

が
多
い
支
所
・
店
で
も
管
理
職
の
女
性
割

合
は
24
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
適
格
者
で
あ
れ
ば
性
別
問
わ
ず
登
用
し

て
い
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

子
供
た
ち
が
Ｊ
Ａ
に
関
わ
り
、
思
い
出

が
つ
く
れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
ほ
し
い
。

地
域
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
農
業

の
大
切
さ
や
食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
農
業
体
験
や
収

穫
祭
、
食
農
教
室
な
ど
子
供
た
ち
が
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
子
供
た
ち

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を

検
討
し
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
思
い
出

づ
く
り
が
で
き
る
場
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
関
連
事
業

信
用
事
業
関
係

企
画
総
務
関
係

特 集

佐久岩村田支所運営委員会（１０月１７日）
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次世代担う若者育成
実習用農業機械を寄贈

假屋崎さんから教わる親子

機械の使い方を確認する生徒ら

　佐久穂町は１０月３１日、華道家の假屋崎省吾さんを
講師に招き佐久穂小学校で「花育セミナー」を開き、５
年生８０人とその保護者が参加しました。佐久穂町産花
きへの興味を深め、親しみを持ってもらおうと同町は
八千穂高原のシラカバの木を加工した花台、当ＪＡは
カーネーションを提供し、プードルを模したアレンジメ
ントを制作。假屋崎さんは「生け花は日本の伝統文化。
花を親しんでもらい、美しいものを愛でる心を持ち、楽
しんでほしい」と話しました。

　ＪＡ共済連長野では、地域貢献活動の一環として実
習用の農業機械を贈る取り組みを行っています。１１
月６日、佐久平総合技術高校浅間キャンパスで浅間
キャンパスと臼田キャンパスから要望のあった田植え
機や刈払い機、管理機など１８点の農業機械を寄贈し
ました。寄贈式前には、仮想現実（ＶＲ）を活用した農
作業事故防止の体験学習を実施した他、田植え機械の
デモンストレーションも行いました。髙栁組合長は「寄
贈した農業機械を使い学びを深め、将来の担い手と
なって農業を支えてほしい」とあいさつしました。

　佐久市浅科地区でブランド米「五郎兵ヱ米」などを栽
培する担い手生産者グループ「信州あさしな９９部会」
が発足１０周年を記念して１２月３日、佐久平プラザ
２１で記念式典を開催しました。栽培技術の継承や販売
活動などを通じて持続的にブランド力を強化しようと平
成２７年に発足。地域の３０〜５０代の生産者など１３
人で構成しています。名称の「９９」には常に一等米比
率９９％以上を目指すという願いが込められています。

　当ＪＡ野菜専門委員会は１１月１３日、小諸グラン
ドキャッスルホテルで野菜販売反省会議を開きまし
た。高温や豪雨、降雹などの影響を受け厳しい情勢
の中、市場販売額が１０月末時点で前年比９１％の
８４億円となりました。会議は取引市場１１社をはじ
め、委員やＪＡ関係者ら約８０人が出席。担当者が生
産販売経過や品目別の販売状況を報告しました。次年
度に向けた課題として、生産力の維持拡大や新品目の
提案、農業生産工程管理（ＧＡＰ）の充実などが挙げら
れました。

発足１０周年假屋崎さんを招き花育セミナー

販売額８４億円

信州あさしな９９部会佐久穂小学校

野菜販売反省会議

信州あさしな９９のメンバーら

あいさつする髙栁組合長

宮崎国夫さんが金賞

来年度に向けて

第７回一番うまい米コンテスト

花き専門委員会反省会議

喜びを語る宮崎さん

　当ＪＡ花き専門委員会は１１月２６日、佐久グラン
ドホテルで反省会議を開きました。部会員やＪＡ関係
者ら９１人が出席。担当者が令和７年度の販売実績報
告や来年度の取り組みを報告しました。油井進専門委
員長は「来年も高品質な花を栽培できるように、しっ
かりとこの一年を振り返り、課題を克服して、自信を
もって栽培に取り組んでいこう」とあいさつしまし
た。終了後は、キク・カーネーション・トルコギキョ
ウの専門部ごとに反省会を開催しました。

　当ＪＡと佐久穂町、米穀専門委員会は１２月６日、佐久穂町生涯学習館
花の郷・茂来館で「第７回一番うまい米コンテスト」を開催しました。管
内で栽培したコシヒカリやゆうだい２１、ミルキークイーンなど１５０点
の応募から、金賞に佐久市春日の宮崎国夫さんの「慣行栽培コシヒカリ」
が選ばれました。事前審査で５点を選び、最終審査では米食味鑑定士や自
治体の首長、一般社団法人おにぎり協会、ＪＡ相模原市組合長ら１５人が
食味や外観、香り、味、粘りなどを評価しました。また、来場者が最終選
考の５点を試食し、金賞を予想する企画を実施し５０人が参加。的中した
１３人には「望月高原ヨーグルト」をプレゼントしました。

金賞以外の受賞者は次の通り。（敬称略）
銀　　　賞　岡村 賢治（佐久市伴野）
銅　　　賞　茂原 邦正（佐久市跡部）
佐久穂町賞　土佐谷 亨（佐久穂町海瀬）

　当ＪＡは１１月１８日、本所でお米トップセールスを
開き佐久市の栁田清二市長をはじめ、東都生活協同組
合、東洋ライス株式会社の役員ら約２０人が出席。管内
産の状況や特徴、米生産の課題などを共有しました。担
当者は病害虫の発生が少なく、農薬の使用を抑えた栽培
で良食味米を生産できることや立地から首都圏にも配送
できることなど説明しました。栁田市長は「さわやか信
州を全面にＰＲし、全面的に支援していきたい」と話し
ました。

受賞者と関係者ら

令和７年産米を手にする役員ら

あいさつする油井専門委員長

佐久市のお米 おいしさＰＲ
トップセールス
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ＪＡ女 性 会

地域に貢献できる農家 仕事を通して社会に貢献

　2025年、立科町でリ
ンゴ農家として新たな一
歩を踏み出しました。新
規就農１年目は、多くの
お客様に支えられ「美味
しかった」という声に胸
が温まる思いでした。また、地元農家の皆さまをは
じめ、ＪＡや関係機関の方々からも手厚いご助言と
ご協力をいただき、無事に１年を重ねることができ
ました。本年はいただいたご縁に感謝し、より丁寧
にリンゴと向き合いたいと考えています。
　季節の移ろいを感じながら、１本１本の木と真摯
に向き合い、地域に貢献できる農家を目指してまい
ります。

　新たな年を迎え今年の目
標は、仕事を通して社会に
貢献すること。私は、美と
健康に関わる仕事をさせて
いただいております。男性
も女性も美しく生きること
が大切。見た目も大切です
が、自分のためにも周りのためにも一番は、やはり
心が美しくいられることが大事ですね。子供からご
年配の方々も笑顔の絶えない世の中であることを願
い、心の安定と幸せになるためのサポートをさせて
いただきます。
　心と体のメンテナンス、いつでもお声掛けくださ
いませ。いつまでも若々しさを保つために。

立科町桐原
佐藤 由也さん（38歳）

佐久市下小田切
井出 なる美さん（62歳）

「今年の目標」

■お問い合わせ・お申し込み　企画総務部総務組合員課
　TEL 0267ー68ー1112   業務携帯 070ー4808ー7931まで

みのり塾  担い手養成・リーダー育成
（女性会協賛事業）

今月のレシピ今月のレシピ

10 月 おやきづくり

９月 小鮒の
甘露煮づくり

実習した品々

11 月 野沢菜漬け
に挑戦！

今月の 脳トレ！ 手足の体操

お茶やジュースなどが入った缶を使って手首を鍛えてみましょう。
作業前などに適度に手首を動かしておくことで、けがの予防につながります。
体操に慣れてきた方は 500ml のペットボトルなどでも挑戦してみてください。

缶遊び体操で手首を鍛える 健康生活研究所所長●堤 喜久雄

1 机の上に 2 本の缶
を置き、両手を内
側にひねって缶を
つかみます。

※初めは無理をせず、ゆっくりとできる範囲で続けましょう。

2 つかんだ缶をひっくり返
します。12 を 10 回繰
り返します。

3 机の上に 2 本の缶
を置き、両手を外
側にひねって缶を
つかみます。

4 つかんだ缶をひっくり返
します。34 を 10 回繰
り返します。

ＪＡをよりどころにし、組合員
や地域生活者が自発的に学習で
きる機会、仲間同士の交流を図
り、豊かな明るい家庭づくりと
みんなで支え合う地域社会づく
りの担い手の養成、次世代を担
うリーダーの育成を目指し「郷
土食・郷土の食と文化を学ぶ」
をテーマにみのり塾を開催して
きました。

子どもの食と心のつながりの
講話（鷹野禮子氏）をスター
トに、全９回 ( 麹のお話、季節
の漬け物、鮒の甘露煮・おと
うじうどん・おやき・そば打
ちなど・・・）盛りだくさん
の内容でした。

缶遊び体操
操作方法を知りたい
方は男女問わず
お申し込みください

●参加費　無料　　
●定　員　各回２０名
●持ち物　スマホ・筆記用具

『ＪＡスマホ教室』参加者募集 !!

2月 4日㈬
ＪＡ本所
4階会議室

2月18日㈬
ＪＡ本所
4階会議室

期日・会場 時　間 内　　容

午前10時～

午後 2時～

午前10時～

午後 2時～

①基本編（60分）
スマホに慣れる、アプリを楽しむ、ほか
②応用編（60分）
アプリのインストール、ＪＡアプリの導入
③LINE編（60分）
LINEをはじめよう、楽しもう
④応用編（60分）
アプリのインストール、ＪＡアプリの導入
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営
農
経
済
部
営
農
企
画
課

家
庭
菜
園

つるなし種は育苗、直まきとも畝幅 60cm、
株間 25cm の密植にする。
畝は高めにして排水を良くする

30cm

育苗の場合
つるあり種の場合の植え付け密度

90cm 1 カ所に 4 〜 5 粒種を
まき、3cm の厚さに土
をかぶせ、手のひらで
軽く押さえる

直まきの場合
畝間・株間は左上図の育苗と同じ

30cm

4 〜 5cm

3cm

サヤインゲン
つ
る
な
し
種

床
幅
60
～
90
㎝
、 

株
間
25
～
35
㎝

※
収
穫
期
間
が
短
い
た
め
、
密
植
す
る

　

と
収
量
を
確
保
で
き
る
。

支
柱
立
て
・
誘
引

　

つ
る
あ
り
種
は
早
め
に
支
柱
を
立
て

て
、
下
か
ら
３
節
く
ら
い
ま
で
の
わ
き

芽
を
除
去
し
ま
す
。
合
掌
式
支
柱
は
低

め
に
す
る
と
収
穫
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
ネ
ッ
ト
の
利
用
も
便
利
で

す
。
親
づ
る
は
最
初
だ
け
支
柱
に
誘
引

し
ま
す
。
つ
る
な
し
種
は
倒
伏
し
な
い

よ
う
に
管
理
し
ま
す
（
小
さ
い
支
柱
を

立
て
る
と
良
い
）
。

つ
る
あ
り
種
の
摘
芯

①
親
づ
る
は
、
５
～
６
節
く
ら
い
で
摘

芯
す
る
と
側
枝
が
伸
び
て
下
位
節
に

も
実
が
つ
き
ま
す
（
収
穫
が
楽
で
多

収
に
な
る
）
。

②
側
枝
が
支
柱
の
高
さ
に
達
し
た
と
こ

ろ
で
芯
を
止
め
る
と
、
わ
き
芽
が
出

て
着
果
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
肥
・
中
耕

　

つ
る
な
し
種
は
、
除
草
の
た
め
に
軽

く
１
～
２
回
中
耕
し
て
土
寄
せ
し
、
乾

燥
防
止
に
敷
き
ワ
ラ
を
す
る
と
泥
跳
ね

防
止
に
も
な
り
ま
す
。
マ
ル
チ
を
使
用

し
た
場
合
は
株
間
に
穴
を
開
け
て
施
し

ま
す
。
葉
色
が
薄
く
生
育
が
悪
い
場
合

は
、
株
元
か
ら
15
～
20
㎝
離
れ
た
所
や

畝
の
肩
に
化
成
肥
料
を
１
㎡
当
た
り
10

ｇ
程
度
追
肥
し
ま
す
。
乾
燥
と
肥
料
切

れ
は
変
形
サ
ヤ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

特
に
つ
る
あ
り
種
は
、
収
穫
が
盛
ん
に

な
っ
た
ら
早
め
に
追
肥
し
（
１
㎡
当
た

り
30
～
50
ｇ
）
、
な
り
疲
れ
を
防
ぎ
ま

す
。
黄
色
く
な
っ
た
老
化
葉
は
摘
み
取

り
、
日
当
た
り
と
通
風
を
良
く
し
ま

す
。

収
穫

　

つ
る
な
し
種
・
つ
る
あ
り
種
と
も
に
、

種
ま
き
後
50
～
60
日
く
ら
い
か
ら
収
穫

と
な
り
ま
す
。
サ
ヤ
の
長
さ
が
12
㎝
以

上
に
な
っ
た
ら
、
実
が
大
き
く
な
ら
な

い
（
軟
ら
か
い
）
う
ち
に
、
早
め
に
収

穫
し
ま
す
。
開
花
か
ら
10
～
15
日
が
目

安
で
す
。

病
害
虫

◆
ウ
イ
ル
ス
病

　

生
育
が
進
む
と
葉
の
縁
が
急
に
巻
い

た
よ
う
に
縮
み
始
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
の
被
害
に
よ
る
場
合
が
多
く
、
葉
を

裏
返
し
て
み
る
と
、
す
で
に
ア
ブ
ラ
ム

シ
が
増
え
始
め
て
い
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ム

シ
は
ウ
イ
ル
ス
病
を
伝
播
す
る
の
で
、

放
っ
て
お
く
と
株
全
体
が
縮
ん
で
葉
や

株
が
奇
形
に
な
り
ま
す
。
農
薬
は
「
マ

ラ
ソ
ン
乳
剤
」
２
０
０
０
倍
を
収
穫
７

日
前
ま
で
に
３
回
以
内
、
「
ス
ミ
チ
オ

ン
乳
剤
」
１
０
０
０
倍
を
収
穫
21
日
前

ま
で
に
４
回
以
内
等
を
散
布
し
ま
す
。

◆
ハ
ダ
ニ

　

梅
雨
明
け
頃
か
ら
葉
裏
に
ハ
ダ
ニ
が

寄
生
し
て
汁
を
吸
い
、
葉
緑
素
が
抜
け

て
そ
の
部
分
が
白
く
な
り
ま
す
。
多
発

す
る
と
葉
が
黄
色
く
な
り
、
後
に
褐
色

に
な
っ
て
枯
れ
て
し
ま
い
、
生
育
も
遅

れ
ま
す
。
サ
ヤ
に
も
寄
生
し
、
汁
を
吸

わ
れ
た
部
分
が
褐
色
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ダ
ニ
は
世
代
交
代
が
早
く
、
１
回
の

薬
剤
散
布
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
た
め
、

寄
生
状
況
を
確
認
し
て
農
薬
を
散
布
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
農
薬
は
「
マ
ラ

ソ
ン
乳
剤
」
１
０
０
０
〜
３
０
０
０
倍

を
収
穫
７
日
前
ま
で
に
３
回
以
内
、

「
コ
ロ
マ
イ
ト
乳
剤
」
１
５
０
０
倍
を

収
穫
前
日
ま
で
に
２
回
以
内
等
を
散
布

し
て
防
除
し
ま
す
。
薬
剤
を
散
布
す
る

場
合
は
、
登
録
内
容
を
確
認
し
、
散
布

時
期
や
使
用
濃
度
、
使
用
基
準
等
を
厳

守
し
ま
す
。

サヤインゲンは、インゲンマメを若取りしてサヤごと食べる野菜で
す。甘納豆などに使われる「金時豆」や「大福豆」「紫花豆」なども
インゲンマメの仲間ですが、これらはサヤの中の豆だけを食べます。
一方、サヤインゲンは「ドジョウインゲン」や「モロッコインゲン」
などのように、サヤごと食べるのが特徴です。

育苗

直まき

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

種まき
定植

収獲

トマトなど
はこれで良
いがインゲ
ンは駄目

つるが長く伸びるため、トマトやキュウリよ
りも支柱を低い位置で交差させ、傾斜を緩く
して、手が届きやすくする

つるあり種の場合（つるなしは放任でよい）

◦ ×

1.2m くらい

店頭価格　2,482 円（税込）店頭価格　980 円（税込）

【
特
長
】

●
積
雪
時
の
道
路
、
路
面
等
の
融
雪
剤
と
し

て
最
適
。

【
取
扱
上
の
注
意
】

●
皮
膚
に
触
れ
な
い
よ
う
に
必
ず
手
袋
を
着
用
。

●
目
に
入
ら
ぬ
よ
う
保
護
眼
鏡
な
ど
を
着
用
。

目
に
入
っ
た
場
合
は
水
で
洗
い
流
し
て
専

門
医
の
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
保
管
上
の
注
意
】

●
高
温
多
湿
を
避
け
る
ほ
か
、
開
封
後
は
開

封
口
を
密
閉
し
、
常
温
で
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

塩化カルシウム
 25 ㎏

マルチ散布器 １
シ
ー
ズ
ン
安
心
の
大
容
量
！！

融
雪
剤
の
散
布
に
オ
ス
ス
メ
！！

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店

お
す
す
め
商
品

【
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
】

●
４
・
７
・
12
㎜
の
３
種
類
の
穴
形
状
＆
ロ
ン
グ

注
ぎ
口
で
ま
く
量
、方
向
を
調
整
し
や
す
い
。

●
粒
上
の
肥
料
や
農
薬
、
融
雪
剤
の
散
布
に
オ

ス
ス
メ
！

【
使
用
上
の
注
意
】

●
使
用
用
途
が
異
な
る
場
合
は
、
前
回
使
用
し
た

剤
が
残
ら
な
い
よ
う
洗
浄
し
て
か
ら
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

特
徴

　

豆
類
は
湿
害
に
弱
い
た
め
排
水
を
良

く
し
、
連
作
を
嫌
う
の
で
３
年
以
上
の

輪
作
を
し
ま
す
。
早
ま
き
ほ
ど
多
収
に

な
り
ま
す
が
、
高
温
性
で
霜
に
弱
い
の

で
注
意
し
、
早
い
作
型
は
育
苗
を
し
て

植
え
ま
す
。
生
育
適
温
は
20
℃
前
後

で
、
サ
ヤ
の
色
が
黄
色
や
紫
色
の
品
種

も
あ
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
病
に
な
り
や

す
い
た
め
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
防
除
を
徹

底
し
ま
す
。

サ
ヤ
と
品
種

　

サ
ヤ
の
種
類
は
丸
サ
ヤ
と
丸
平
サ

ヤ
、
平
サ
ヤ
に
区
分
さ
れ
、
サ
ヤ
の
片

側
に
す
じ
が
あ
る
「
す
じ
あ
り
種
」
と

「
す
じ
な
し
種
」
（
ス
ト
リ
ン
グ
レ
ス
）

が
あ
り
ま
す
。
現
在
の
品
種
は
改
良
が

進
み
、
ほ
と
ん
ど
す
じ
な
し
種
に
な
っ

て
い
ま
す
。

つ
る
あ
り
種

　

草
丈
は
２
ｍ
程
度
伸
び
ま
す
。
つ
る

が
伸
び
て
き
た
ら
し
っ
か
り
し
た
支
柱

を
立
て
ま
す
。
高
温
に
強
い
の
で
４
月

中
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
種
を
ま
く
こ

と
が
で
き
、
５
月
上
旬
に
ま
く
と
、
７

月
上
旬
か
ら
30
日
以
上
収
穫
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
「
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
」

「
モ
ロ
ッ
コ
」
等
）
。

つ
る
な
し
種

　

収
穫
開
始
が
早
く
短
期
間
に
ま
と
め

て
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
狭

い
場
所
を
利
用
で
き
ま
す
。
つ
る
な
し

種
は
、
高
温
時
期
に
開
花
す
る
と
着
サ

ヤ
が
悪
く
な
る
の
で
、
夏
場
の
高
温
時

期
に
開
花
し
な
い
よ
う
に
播
種
期
を
選

び
ま
す
。

　

収
穫
期
間
は
２
週
間
程
度
な
の
で
、

10
～
14
日
ず
つ
ず
ら
し
て
種
を
ま
く
と

収
穫
が
安
定
し
ま
す
。
草
丈
は
40
～
50

㎝
程
度
で
す
が
、
短
い
支
柱
を
立
て
る

こ
と
で
倒
伏
防
止
に
よ
る
品
質
低
下
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
ル
チ
を
施

す
と
保
温
効
果
で
発
芽
が
良
く
な
り
、

乾
燥
を
防
い
で
収
量
が
増
え
ま
す
。
特

に
つ
る
な
し
種
を
栽
培
す
る
と
き
は
、

雨
な
ど
の
泥
跳
ね
が
原
因
で
発
生
し
や

す
い
サ
ヤ
の
腐
敗
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
（
「
初
み
ど
り
２
号
」
「
つ
る
な

し
モ
ロ
ッ
コ
」
等
）
。

畑
の
準
備

　

酸
性
に
弱
い
た
め
石
灰
質
肥
料
で
矯

正
し
ま
す
。
元
肥
１
㎡
当
た
り
堆
肥
２

～
３
㎏
、
炭
苦
土
１
５
０
ｇ
、
化
成
肥

料
60
～
１
０
０
ｇ
を
溝
に
施
用
し
、
間

土
10
㎝
で
直
接
種
に
触
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
す
（
腐
敗
防
止
）
。
マ
メ
科

の
中
で
は
根
粒
菌
の
着
生
が
少
な
い
た

め
、
肥
料
が
少
し
必
要
で
す
。
窒
素
肥

料
を
多
く
与
え
る
と
、
枝
葉
ば
か
り
が

成
長
し
て
サ
ヤ
が
つ
き
に
く
く
な
り
ま

す
。

栽
培
方
法

①
育
苗
栽
培

　

早
取
り
の
場
合
は
４
月
中
旬
頃
、

ポ
ッ
ト
に
２
～
３
粒
種
を
ま
き
ま
す
。

灌
水
後
に
ポ
リ
ト
ン
ネ
ル
を
施
し
て
20

～
30
日
ほ
ど
育
苗
し
ま
す
。
間
引
き

後
、
２
本
の
ま
ま
植
え
ま
す
。

②
直
ま
き
栽
培

　

５
月
中
旬
～
７
月
中
旬
に
か
け
て
、

何
回
か
に
分
け
て
ま
き
ま
す
。
覆
土
は

２
～
３
㎝
程
度
で
少
な
す
ぎ
る
と
皮
が

外
れ
ま
せ
ん
。
重
な
ら
な
い
よ
う
に
間

隔
を
開
け
て
１
カ
所
に
４
～
５
粒
ま

き
、
本
葉
１
～
２
枚
の
と
き
２
本
に
し

ま
す
。
不
織
布
や
寒
冷
紗
を
掛
け
る

と
、
保
温
・
保
湿
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
栽
植
距
離
　

つ
る
あ
り
種

床
幅
90
～
１
２
０
㎝
、
株
間
30
～
45
㎝
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小
さ
い
頃
、
孫
は
「
バ
ア
ー
バ
ア
」

と
な
つ
き
色
々
と
話
し
て
く
れ

た
り
一
緒
に
遊
ぼ
う
と
声
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
が
、
学
年
が
上
が
っ
て

く
る
と
話
し
か
け
て
も
素
っ
気
な
い

返
事
が
返
る
ば
か
り
で
淋
し
く
思
い

ま
す
。

佐
久
の
バ
ア
ー
（
佐
久
市
）

今
年
も
ユ
ズ
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま

し
た
。
我
が
家
の
定
番
、
リ
ン

ゴ
を
薄
く
切
っ
て
ユ
ズ
の
皮
と
果
汁

を
和
え
る
と
お
い
し
い
で
す
。

し
い
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

今
年
は
、
何
年
か
振
り
に
カ
リ
ン

が
た
く
さ
ん
採
れ
ま
し
た
。
何

軒
か
に
お
裾
分
け
し
、
我
が
家
で
は
、

玄
関
に
置
い
て
匂
い
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

い
だ
い
（
佐
久
市
）

結
婚
記
念
日
に
息
子
夫
婦
か
ら
お

寿
司
、
ケ
ー
キ
、
花
束
が
贈
ら

れ
て
う
れ
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
し
た
。

生
き
て
い
れ
ば
こ
ん
な
に
も
楽
し
い

こ
と
沢
山
あ
る
。
実
感
で
す
。
こ
の

先
も
仲
良
く
家
族
健
康
で
生
き
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

サ
ザ
ン
カ
（
立
科
町
）

夏
に
初
め
て
の
ひ
孫
誕
生
。
男
の

子
で
す
。
現
在
１
０
０
日
過
ぎ

て
元
気
。
来
年
は
年
女
84
歳
。
元
気

に
暮
ら
せ
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

Ｓ
・
Ｙ
（
佐
久
市
）

長
男
が
高
校
受
験
で
す
。
塾
も
頑

張
っ
て
る
の
で
志
望
校
に
受
か

り
ま
す
よ
う
に
。

メ
グ
（
佐
久
穂
町
）

ラ
ブ
ブ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
の
シ
ー
ク

レ
ッ
ト
が
、
当
た
り
ま
し
た
。

孫
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
が
、
私
も

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
最
高

で
し
た
。

ラ
ブ
ブ
大
好
き
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

里
に
雪
が
降
る
前
ギ
リ
ギ
リ
に
畑

の
冬
ぶ
ち
が
完
了
し
ま
し
た
。

サ
ク
の
ジ
イ
ジ
（
佐
久
市
）

新
米
や
リ
ン
ゴ
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど

つ
く
っ
て
く
だ
さ
る
方
の
お
か

げ
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年

を
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
、
そ
の
あ
り
が

た
み
が
身
に
し
み
ま
す
。
農
業
っ
て

本
当
に
大
切
な
仕
事
で
す
ね
。

な
り
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

次
男
が
「
お
母
さ
ん
て
運
動
し
て

る
の
に
そ
ん
な
に
食
べ
た
ら
意

味
な
く
ね
!?
」
と
言
う
。
ほ
ん
と
に

そ
う
な
の
！
と
思
い
反
省
し
て
い
る

と
長
男
が
「
お
母
さ
ん
は
食
べ
た
い

か
ら
動
い
て
る
ん
だ
よ
ね
っ
！
」
と

す
か
さ
ず
フ
ォ
ロ
ー
。
あ
り
が
と
う

息
子（
笑
）。
動
か
な
い
で
食
べ
る
よ

り
は
絶
対
に
良
い
！
と
都
合
の
良
い

解
釈
で
ま
た
ま
た
お
い
し
い
も
の
を

リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
私
で
あ
る
。

全
力
母
さ
ん
（
小
諸
市
）

ピー子ちゃんのママ
（佐久市）

家
の
回
り
の
ご
近
所
様
の
畑
も
ぼ

つ
ぼ
つ
片
付
き
、
春
先
ま
で
静

か
に
な
り
ま
す
。
家
の
畑
は
少
し
離

れ
て
い
ま
す
が
、
夫
が
全
部
片
づ
け

て
く
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
野
菜

を
提
供
し
て
く
れ
た
畑
と
夫
に
感
謝

で
す
。

え
り
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

最
近
は
熊
の
出
没
が
と
て
も
多
く

て
、
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
林
道

の
近
く
の
我
が
家
の
畑
に
も
足
跡
が
。

こ
の
頃
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
出
来
ま

せ
ん
。

た
か
し
（
御
代
田
町
）

先
日
、
Ｊ
Ａ
主
催
の
俳
句
の
吟
行

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
勢
の
参
加
で
び
っ
く
り
。
講

師
の
方
も
や
さ
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
下
さ
り
、
い
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
須
坂
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光

地
が
あ
り
、
１
日
ゆ
っ
く
り
で
き
ま

し
た
。
職
員
の
方
々
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。Ａ

子
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

始
め
て
つ
く
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
と
ハ

ク
サ
イ
、
自
宅
で
食
べ
る
の
に

は
こ
れ
で
十
分
。
そ
れ
に
し
て
も
キ
ャ

ベ
ツ
に
は
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
こ

ん
な
ん
に
や
っ
て
く
る
の
で
す
ね
。

葉
っ
ぱ
は
穴
だ
ら
け
で
し
た
。

ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

Ｋ.ばあば（御代田町）

サザンカ（佐久市）

りんご（佐久市）

プルーン（御代田町）

朝（佐久市）

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
  （イラスト・俳句等）
③7ページ「みんなの
広場」で取り上げて
ほしいテーマ
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●記載された個人情報は、広報誌の編集およびプレ
ゼント発送等を目的とし、それ以外には一切利用い
たしません。
●１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。
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こちらの
QRコード
からも応募
できます

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。
◇◆ヨコのカギ◆◇
①正月に食べる、モチ入り汁物といえば
②どら焼きに挟み込まれているもの
③おせち料理の定番の一品。卵が材料の一つ
④交差○○、及第○○
⑤右手が○○○、という人が多数派です
⑦本を読み終えること
⑩ガラガラとのどを洗います
⑫旅立つ人の○○○○に駅のホームまで行った
⑬ワラや木やレンガの家を建てる童話があります
⑭漢字で書くと百足。足の多い生き物です
⑰椅子のこと。ロッキング○○○
⑲アルカリと混ぜると中和します
⑳焚くとよいかおりが広がります
◇◆タテのカギ◆◇
②メレンゲを作るときに使う道具
⑥鍋料理の締めにも使う麺
⑧晴れかなあ、雨かなあ
⑨牛、豚、鶏のものがよく流通しています
⑩令和 8 年の干支です
⑪歯ブラシにつけます
⑮自分の兄弟姉妹の息子
⑯ダルメシアンは○○模様の犬です
⑱書初め大会で○○○に選ばれた
⑳受験生が空欄に書き込んでいくもの
�単位はアンペアです

先月号の答えは 

『ボタンナベ』
でした。

応募総数 140 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

　
月
４
日
の
降
雪
は
早
す
ぎ
て
あ

わ
て
た
。

い
け
ち
ゃ
ん
（
小
諸
市
）

12

●締切1月28日㈬（消印有効）

★クイズ正解者の中から
　抽選で 3 名の方に
 「道の駅ヘルシーテラス
   佐久南オリジナルジャム
 （3 本セット）」
　を差し上げます。

私
の
一
首

カ
ラ
松
の
落
葉
ふ
み
し
め
足
き
た
え

山
ひ
こ
（
佐
久
穂
町
）

寒
さ
し
み
て
眺
め
た
る
の
は
浅
間
山

パ
ン
ジ
ー
（
東
御
市
）

冬
木
立
葉
っ
ぱ
落
と
し
て
胸
を
張
る

Ｙ
・
Ｙ
（
小
諸
市
）

朝
見
え
る
雲
海
景
色
仙
人
か

い
っ
ち
ゃ
ん
（
御
代
田
町
）

ふ
た
ご
座
の
夜
空
に
光
る
師
走
か
な

コ
タ
パ
パ
（
佐
久
市
）

腰
痛
も
忘
れ
て
遊
ぶ
冬
休
み

こ
み
（
佐
久
市
）

山
眠
る
静
か
な
里
の
も
の
寂
し

Ｆ
・
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

人
雛
に
い
に
し
え
の
人
深
き
愛

よ
う
ち
ゃ
ん
（
立
科
町
）

カ
ワ
セ
ミ
に
合
え
る
楽
し
み
池
ほ
と
り

え
い
こ
り
ん
（
佐
久
市
）

想
い
出
は
脳
の
倉
庫
の
宝
物

く
ろ
ち
ゃ
ん
（
佐
久
穂
町
）

小
春
日
や
梅
の
枝
葉
芽
ふ
っ
く
ら
と

ね
こ
（
佐
久
市
）

実
南
天
輝
き
増
す
や
雨
上
り

す
ぐ
り
（
東
御
市
）

霧
立
ち
て
幽
玄
の
感
白
浅
間

綾
（
小
諸
市
）

深
夜
焼
く
餅
の
匂
い
や
松
の
内

竹
（
東
御
市
）

寒
い
と
て 

重
ね
着
ひ
か
え 

老
身
も

序
じ
ょ
に
馴
ら
せ
ば 

佐こ

い
久
鯉
の
ご
と
き
に

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

何
事
も 

な
か
っ
た
如
く 

年
は
暮く

る

未
来
に
難
の 

な
き
を
願
い
つＨ・

Ｓ
（
佐
久
穂
町
）

【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

冬
の
最さ
な
か中
田
畑
も
ね
む
る
雪
ぶ
と
ん

ミ
ニ
・
ト
ル
コ
（
佐
久
市
）

命
日
に
お
は
ぎ
を
つ
く
り
母
想
う

Ｍ
・
Ｙ
（
軽
井
沢
町
）

鹿
の
害
畑
の
野
菜
無
残
な
り

仏
の
雅
（
佐
久
市
）

コ
ン
ポ
ス
ト
寒
風
の
音ね

も
攪
拌
す

花
木
槿
（
佐
久
市
）

渋
柿
を
甘
く
し
っ
と
り
上
手
い
友Ｔ子

（
佐
久
市
）

西
日
浴
び
枯
野
の
浅
間
浮
き
立
て
り

ペ
ー
タ
ー
（
佐
久
穂
町
）
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監事会　12 月 23 日 / 報告事項

①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの諸報告について
③１１月内部監査実施状況報告について

理事会　12 月 23 日開催
決議事項
第１号議案　出資金減口について
主な報告事項
①１１月末部門別損益計算書について
②令和７年度決算見込みについて
③コンプライアンス・プログラム第３四半期取組状況

について
④第３四半期コンプライアンス関連事案対応状況につ

いて
⑤反社会的勢力等との取引排除にかかる対応状況報告

書について
⑥マネロン等の防止にかかる対応状況報告書について
⑦取引時確認にかかる口座開設時チェックシートの制

定について

⑧当局への報告を要する事案について
⑨第３四半期余裕金運用状況について
⑩第４四半期余裕金運用計画について
⑪有価証券の購入について
⑫ＪＡ長野県農業開発基金適用申請について
⑬第３四半期購買未収金対策委員会の報告について
⑭第３四半期監事監査の実施について
⑮内部監査実施状況について

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日 2月03日㈫ 佐久穂支所　　7日㈯ 立科支所
　　　　 14日㈯ 小諸支所　    17日㈫ 佐久望月支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 前田 純
■お申し込み　支所金融窓口または本所金融部
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610（本所金融部）

■相談日　2月20日㈮ 　午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　2月13日㈮   　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

令和７年産米の出荷について

さく地区限定 高原のしずく米栽培者募集
あなたも食味の良い米を栽培してみませんか！
さく地区のみなさんで食味にこだわったお米の栽培を
してみたい方を大募集しています。有機栽培で気象災
害にも強く、少量でも高品質なお米の栽培に興味のあ
る方はご参加ください。

●日　時　1 月 21 日㈬
　　　　　午後１時 30 分〜
●場　所　佐久野沢支所 2 階会議室

■お申し込み・お問い合わせ　さく営農センター
　TEL 0267 ー 68 ー 1150（担当：中山）

初心者でもわかりやすく資産形成・運用方法を学ぶ
講座です。無理なく、少しずつ資産形成を初めて安
心できる未来をつくりましょう！ 

相続に関する知識を学びませんか
相続に関心をお持ちの方を対象に「相続・遺言セミ
ナー」を開催します。相続や遺言に関する基本的な仕
組みや遺言の活用方法を分かりやすくご説明します。

●日　時　2 月 5 日㈭ 
　　　　　午前 10 時〜 12 時
　　　　　　（受付：午前 9 時 40 分〜）

●場　所　佐久市コスモホール（佐久市下小田切 124 ー 1）

●演　題　「円滑な相続の実現のために」
　　　　　～遺言を活用した相続～
●講　師　長野県信用農業協同組合連合会
　　　　　ＦＰ１級技能士 宮川 ルリ子氏
●定　員　５０名（ご家族の参加も可能です）

　　　　　※ 先着順で定員になり次第締め切り
●参加費　無料

　ご来場者全員に「エンディングノート」を
　プレゼントいたします
■お申し込み・お問い合わせ
　金融部ライフサポートセンター TEL 0267 ー 78 ー 5960 
　またはお近くのＪＡ金融窓口へ

●開催日　２月８日㈰
●会場・時間

●講　師　吉澤 清志氏
　（農林中金全共連アセットマネジメント株式会社
　　　　　　　　　〔ＮＺＡＭ〕投信アドバイザー）
●定　員　各会場先着５０名
●参加費　無料

ＮＩＳＡの始め方講座

■お問い合わせ　金融部 ライフサポートセンター
　TEL 0267ー78ー5960 またはお近くのＪＡ金融窓口へ

■お問い合わせ　各営農センターまたは各事務所へ

令和 7 年度 JA 共済
小・中学校第 69 回書道・第 59 回
交通安全ポスターコンクール

本年度もＪＡ共済連主催の書道・ポスターコンクール
が開催され、県下小・中学校から書道 18,138 点、
交通安全ポスター 2,891 点の作品が寄せられました。
管内からは小・中学校 41 校より書道 3,348 点、交
通安全ポスター 442 点の作品を出展いただき、多く
の作品が入選されました。

ＪＡ佐久浅間管内の受賞概要
●書道（半紙の部）
　金賞3名　銀賞3名　銅賞6名
●書道（条幅の部）
　金賞3名　銀賞1名　銅賞1名
●交通安全ポスター
　金賞1名　銀賞3名　銅賞7名
●学校賞　　　
　佐久市立東小学校(書道)
　佐久長聖中学校(交通安全ポスター）
　浅科小学校（交通安全ポスター）

令和７年産米の通常買取は、１月２３日㈮までに各
営農センターまたは事務所へ持込された玄米までと
なります。以降に持込された玄米につきましては概
算金額が変わりますのでご了承ください。

持込について
●事前に営農センターへ連絡をお願いします
●出荷用紙袋に入れ替えてください
※ 保管期間中の乾燥により量目が切れる場合があり

ます。再度計量をしますので多少余分に持込をお
願いします。

教育資金のご相談もＪＡバンクへ

新規栽培者募集 !!

教育カードローン「Lip+plus」のご案内

●お　借　入　期　間　ご家族が学校を卒業するまで
●ご利用限度額　最高 700 万円

ご利用限度額の中で、必要な時に必要な分だけ何度で
もお借入いただける教育ローンです。
入学金や授業料、在学中のアパート
家賃、お子さまへの仕送り等にご利
用いただけます。

■詳しくはお近くの融資取扱窓口まで

ヘルシーテラス佐久南
南九州フェアを開催します
南九州フェアでは、特産の野菜や果物など旬のものを
多数そろえてお待ちしております。
詳細はホームページまたは Facebook へ

●開催日　２月７日㈯・８日㈰
●時　間　午前 9 時〜（商品が終わり次第終了）

■お問い合わせ
　道の駅ヘルシーテラス佐久南 TEL 0267 ー 78 ー 3383
　営業時間　午前 9 時〜午後 6 時

時　間会　場

佐久望月支所 ３階 大ホール
（佐久市協和2361ー 1)

午前９時３０分～１１時３０分
受付９時１０分～

御代田支所 ２階 会議室
（御代田町馬瀬口1791ー 1）

午後２時３０分～４時３０分
受付２時１０分～

Web でのお申し込みはこちらから⇨

詳細はこちら

Ⓒよりぞう

花き『栽培の流れがわかる』説明会
●開催日　１月１９日㈪・２４日㈯
●時　間　午前１０時〜
●場　所　ＪＡ本所４階４０１会議室
■お申し込み・お問い合わせ
　営農経済部 花卉振興センター TEL 0267 ー 68 ー 1116

ブドウ説明会
●開催日　１月２８日㈬
●時　間　午後２時〜
●場　所　ＪＡ本所４階４０２会議室
■お申し込み・お問い合わせ
　営農経済部 果樹振興センター TEL 0267 ー 68 ー 1115



15 JAHOO
2026-1 14JAHOO

2026-1
■ご注文・お問い合わせは、お近くのＪＡ営農センターまで
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農 拓を く

SDGs

わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

佐久市下平尾の萩原安則さんは５５ａの圃場でスプレーカーネー
ションを中心にキクやトルコギキョウの栽培に取り組んでいま
す。
東京で会社員をしていましたが「大好きなカーネーションを育て
てみたい」とＵターンで長野県農業大学のアグリターン研修を受
け、平成１１年に就農しました。天敵昆虫やＬＥＤライトを導入
してタバコガやアザミウマを防止し、有機栽培や減農薬栽培に取
り組み高品質な花を栽培しています。８年前から息子の拓さんに
キクの栽培をまかせ、県の農業里親として花農家の育成に力を入
れています。
萩原さんは「就農１年目に自分で育てた花が咲いたのを見て涙が
出た。この気持ちを多くの人に伝え、新規就農者を育てたい」と
話しています。

佐久市下平尾　萩原 安則さん（74）
新規就農者を育てたい

９月撮影


